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＊ ）普通会計 統計上の比較のための会計。うきは市では、「一般会計」「自動車学校特別会計」を
合算したもの。

＊ ）経常収支比率 市税や普通交付税など毎年度恒常的に収入され、自由に使える財源が人件費･扶助
費など経常的経費（毎年度継続して支出される経費、行政運営上必要不可欠な経費）にどれだけ
使われたかを示す比率。数値が低いほど財政構造の余裕を示す。

＊ ）自主財源 市で自主的に収入できる財源
＊ ）依存財源 国や県から定められた額を交付されたり、割り当てられたりして収入する財源

★ひとくちメモ／用語解説

令和 年度決算報告

●問合せ 企画財政課財政係 ☎

歳 入 総額（普通会計） 億 万円･･･前年度に比べて 減（ 億 万円減）

歳入は、市税が歳入全体の ％にあたる 億 万円
（前年度比 ％増）になっています。また、歳入全体の

％を占める地方交付税は、 億 万円（前年度比
％減）になっています。地方債は歳入全体の ％にあた

る 億 万円（前年度比 ％減）を借り入れました。
国庫支出金は歳入全体の ％にあたる 億 万円（前
年度比 ％減）で、令和 年度の子育て世帯への臨時給付
補助金終了により減少しています。

市の財政状況をおしらせします
令和 年度うきは市の一般会計・特別会計の決算が 月議会で認定されましたのでお知らせします。
普通会計（ ）の実質収支において 億 万円の黒字となりました。
普通会計では、歳入総額 億 万円、歳出総額 億 万円、差引 億 万円が令和
年度へ繰り越されました。歳入・歳出の状況については次のとおりです。
※端数処理により、構成比率合計が合わない場合があります。

普通会計における、うきは市の借金（地方債）は、前年度から 億 万円減少し、 億
万円になり、市民 人当たり約 万円になります。貯金（基金）は 億 万円増の 億
万円で 人当たり約 万円 千円になります。財政構造の弾力性を判断する指数である経常

収支比率（ ）は前年度から ポイント上昇し ％になっています。
市の財政状況は、地方交付税の減少や人口減に伴う市税の減収が見込まれ、今後も厳しい財政運

営が求められます。こうした状況の中、財政健全化法に基づき全事業で事業の適正化・見直しを行
い、行財政の簡素効率化を推進し、住みよいまち・うきは市の実現を目指します。

市税の内訳

（万円）
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積立金現在高
（万円）

地方債残高

特別会計の決算状況

（万円）

（万円）

歳 出 総額（普通会計） 億 万円･･･前年度に比べて ％減（ 億 万円減）

歳出は、人件費・扶助費・公債費の義務的経費
が全体の ％の 億 万円（前年度比 ％
増）となっています。建物や道路などの施設整備
等にかかる投資的経費は、全体の ％の 億

万円 前年度比 ％減 になっています。
その他の経費は、補助費等が出産・子育て応援給
付金等により全体の ％の 億 万円（前
年度比 ％増）になっています。

歳出を目的別に見ると、民生費が 億 万
円（前年度比 ％減）で、総務費が 億 万
円（前年度比 ％減）、公債費 億 万円
（前年度比 ％増）、災害復旧費 億 万
円（前年度比 ％減）となっています。民生費
は学童新築工事完了等により減少、災害復旧費は
豪雨災害に伴う工事完了等により減少しています。

年度と比べてみましょう！
（億円） （億円）
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地方自治体の財政状況を見極める４つのものさし
財政健全化判断比率（健全化４指標）

【実質赤字比率】
福祉や教育など、自治体の行政運営の
基本的な経費をまとめた「普通会計」
の赤字の程度を測る指標です。
【連結実質赤字比率】
「普通会計」と下水道事業や国民健康
保険事業などの「特別会計」を合算
（連結）して、赤字の程度を測る指
標です。
【実質公債費比率】
自治体の財政規模に対して、借入金
（地方債）の返済額の程度を測る指
標です。

【将来負担比率】
自治体の財政規模に対して、将来ど
の程度借入額などの支払残高がある
のかを測る指標です。

（注）｢－｣：実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字でないため
「－」で表示しています。将来負担比率は、将来負担額を
充当可能財源が上回るため「－」で表示しています。

財政健全化判断比率とは
「財政健全化法」により、自治体は財政に関する つの指標

（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来
負担比率）を公開し、財政状況の改善に取り組むことが求め
られるようになっています。 指標のうち１つでも早期健全化
基準を超えると「早期健全化団体」とみなされ、財政健全化
計画の策定が義務付けられます。また将来負担比率を除く 指
標が悪化して１つでも財政再生基準を超えると「破たん」と
見なされ、国の関与のもと財政的な制限が行われます。

令和 年度のうきは市
決算を診断してみると…

うきは市 早期健全化基準
（黄信号）

財政再生基準

実質赤字比率 ‐

連結実質赤字比率 ‐

実質公債費比率

将来負担比率 ‐

令和 年度に行った主な事業 決算額（単位 千円）

（ ） （ ）

▲公営住宅建設事業
建物の老朽化に伴い、より安心・安全に暮ら
せる居住環境を形成することを目的に、高見
団地及び兎渡島団地の建替居住者用の駐車場
・公園の整備を行いました。

▲農業人材育成対策事業
市独自の新規就農促進事業において機械購入
等初期投資に係る経費の一部を支援。
令和 年度は新規就農者 名が本事業を活用
されました。

①将来のうきは市を担う人を育み、大切にしています
・高校新卒マッチング事業費補助金
・うきはっ子の豊かな心育成事業（外国語・文化教育事業ほか）
・かがやく“ひと”育成事業（うきは市民大学ほか）

②活力にあふれ、まち全体がにぎわっています
・農業ブランド化推進事業
・農業人材育成対策事業
・商工会臨時経済対策商品券発行事業

③誰もが生き生きと安心して健康に暮らしています
・母子保健事業（出産・子育て給付金ほか）
・高齢者等見守り事業
・健康増進事業
・予防接種費

④安全で安心なまちで、住みよさを実感しています
・災害復旧事業費
・公営住宅建設事業（高見団地・兎渡島団地）
・空家等対策推進事業
・防災対策費

⑤みんなの力で協働して支えるまちづくりを進めています
・地域づくり活動費補助金
・地域コミュニティ支援事業

・ふるさと創生事業（個性あるまちづくり事業費補助金ほか）


